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2021 年度 第 1 回 6 月 

京大本番レベル模試 

日本史・採点基準 

単答問題部分 

 

Ⅰ 古代・近世・近現代の史料問題（１点×20＝20点） 

＊許容解など 

 特になし。 

Ⅱ 原始～現代の総合問題（１点×20＝20点） 

＊注意事項・許容解など 

 特になし。「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。 

Ⅲ Ａ古代の塔 Ｂ江戸の四宿  Ｃ幕末・維新期の新聞（１点×29＝29点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。ア～ソは「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。  
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論述問題部分 
 

◆論述問題・共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下

線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項

に内容が反していないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 
２．歴史用語等（太字で表示）についての誤字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表記，漢数字を含む用語（語

句）への算用数字をもちいた表記は，それが加点要素に直接関係する場合，漢字1文字分につき１点減点とするが，

脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点。同一語句・文字がくりかえし誤っている場合は，それぞれを減点

の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接関係しない箇所に誤字があった場合，減点し

ない。 
３．設問によっては加点要素の合計が配点を超えている場合がある。ただし，各問とも配点を満点としてこれを超える得

点は与えない。 
４．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

◆採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に明示されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案上に明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 

 

Ⅲ Ａ古代の城柵 Ｂ日光東照宮  Ｃ江戸時代の産業・経済と幕府の対応（１点×１＝１点） 

Ａ (1) 

◆加点要素の合計１点→１点満点◆ 
◎薬師寺東塔 

a 裳階がついている ………１点以内 
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Ⅳ 桓武天皇や嵯峨天皇の政策や措置，戦後の日中関係（15点×２＝30点） 

(1) 桓武天皇や嵯峨天皇の政策や措置（古代） 

◆加点要素の合計１５点→１５点満点◆ 

◎桓武天皇の政策 

a <「事件」「相論」の前に>長岡京に遷都した ………１点以内 

◎桓武天皇の時代の「事件」 

b <宮都の>造営を主導した藤原種継が暗殺されたことで早良親王が処罰された ………２点以内 

c <「事件」ののちに>平安京に遷都した ………１点以内 

◎桓武天皇の時代の「相論」 

d 徳政相論 ………１点以内 

e 菅野真道と議論した藤原緒嗣の意見が採用された ………２点以内 

f <「相論」の結果として>平安京の造営が停止された ………１点以内 

◎嵯峨天皇の時代の「政変」 

g 遷都をめざした平城太上天皇に関する事件だった ………１点以内 

h 遷都をめざした藤原仲成・藤原薬子に関する事件だった ………２点以内 

i <「政変」に際して>藤原冬嗣が蔵人頭に任じられた ………２点以内 

j <「政変」の結果として>平城京への遷都が阻止された ………１点以内 

◎嵯峨天皇の政策 

k 検非違使を置いた ………１点以内 

 

(2) 戦後の日中関係（現代） 

◆加点要素の合計１５点→１５点満点◆ 

◎1950年代の中国との交渉 

a 第３次吉田茂内閣による ………１点以内 

b 主権の回復に伴うものだった ………１点以内 

c 中華民国と日華平和条約を結んで国交を開いた ………２点以内 

◎1950年代・1960年代の中国との関係 

d 中華人民共和国との国交はなかった ………１点以内 

◎1960年代の中国との交渉 
e 池田勇人内閣による ………１点以内 

※a・b・c 以前のこととした場合は加点対象外とする 

f 中華人民共和国とＬＴ貿易を取り決めて貿易を推進した ………２点以内 

※a・b・c 以前のこととした場合は加点対象外とする 

◎1970年代前半の中国との交渉 

g 田中角栄内閣による ………１点以内 

※a・b・c・d・e・f 以前のこととした場合は加点対象外とする 

h 中華人民共和国と日中共同声明によって国交を開いた ………２点以内 

※a・b・c・d・e・f 以前のこととした場合は加点対象外とする 

i 中華民国との国交を断絶したが貿易は継続するものとした ………２点以内 

※a・b・c・d・e・f 以前のこととした場合は加点対象外とする 

◎1970年代後半の中国との交渉 

j 福田赳夫内閣による ………１点以内 

※a・b・c・d・e・f・g・h・i 以前のこととした場合は加点対象外とする 

k 中華人民共和国と日中平和友好条約を結んだ ………１点以内 

※a・b・c・d・e・f・g・h・i 以前のこととした場合は加点対象外とする 


